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１）プログラム 

開催日 2021年 9月 11日（土） 

会場  TKPガーデンシティ千葉 

司会進行 統括部門 時田 清次 

12:30 登録開始 

13:00 点鐘                       ロータリー財団統括委員長 寺嶋 哲生  

    国歌斉唱 

    ロータリーソング斉唱 

13:05  地区役員の紹介 

13:10  ガバナー挨拶                         ガバナー 梶原 等 

13:20  ガバナーエレクト挨拶                 ガバナーエレクト 小倉 澄夫 

13:25 ARRFC挨拶                第 1地域 ARRFC2790地区 PDG橋岡 久太郎  

13:30 今年度の方針について              ロータリー財団統括委員長 寺嶋 哲生 

「ロータリー月間に向けてクラブ財団委員長の役割」 

13:40 パネルディスカッション          財団資金管理・寄付推進委員長  平野 伸一 

 資金推進の成功例・ 補助金事業によるクラブ活性化の成功例 

 クラブ代表 4名  

14:45  コーヒーブレイク 

「ロータリー財団プログラムの説明」 

15:00 地区補助金について            地区補助金プロジェクト委員長 堀内 正人 

15:15 グローバル補助金について       グローバル補助金プロジェクト委員長 浅野 肇 

15:30 奨学生奨学金について                 奨学生・学友委員長 折田 絋幸 

15:45 ポリオプラスについて              ポリオプラス委員長  松永 達人 

16:00 平和フェローシップについて    ロータリー平和フェローシップ委員長  佐野 正子 

16:15 質疑応答 

16:25 諸事お知らせ  

16:30 点鐘                       



２）卓話内容 
２０２１年９月１１日（土）ロータリー財団セミナーを開催しました。 

当初、TKP ガーデンシティー千葉と ZOOM のハ
イブリッド会議の予定でしたが 

千葉県の緊急事態宣言のため、基本 ZOOM 参加
とさせていただきました。 

参加者は ZOOM 参加１７０名、会場参加１７名
の１８７名の盛況な会議となりました。 

 

 

 
 



ロータリー財団セミナーの目的は、新たに就任されたクラブ会長・クラブ財団委員長の為
に「ロータリー財団の最新情報を伝えるとと
もに、財団の掲げる目的と目標に対する参加
者の理解を深めることで、財団への支援を向
上する。」ことです。 

セミナーは式次第通り行われました。 
梶原ガバナーの挨拶ではグローバル奨学

生の自分の体験を交え財団の必要性を話して
いただきました。 

小倉ガバナーエレクトの挨拶ではロータ
リー財団委員会統括部門副委員長を１年間勤
めて財団の奥深さを学んだとのお話をいただ
きました。 

ARRFC、パストガバナーの橋岡様からは 
２１-２２年度の日本の目標を話していた

だき PHSの増加を推奨されました。 
 

地区財団セミナー開催に当たって統括委員長 寺嶋哲生 

1 日当たり 1.90 米ドル以下で暮らす状態を、
絶対的貧困と呼ぶそうです。 
絶対的貧困状況にある人々は1990年には世界
中で 18 億 4100万人・世界人口の 35％であっ
たところが、2013 年には 7 億 6600 万人・世
界人口の 11％にまで減少したとの事です。 
しかし、コロナ・ウイルスによるパンデミック
や 100 年に一度ともいわれるような自然災害

が頻発したことにより、この 1 年で新たに絶対的貧困状態に陥った人々は 1 億 5000 万人増
加したとの報告があります。 
地域紛争が起きたアフガニスタンに暮らす 8 歳の女の子・フレシタちゃんが、「パンが一切
れある日もあるし、ない日もあるの。金属のかけらを拾って売るんだけど、それでやっと大
きなパンが食べられるの」、そう泣きながら語る映像があります。 
私達のくらす日本では絶対的貧困状況に陥った方々は極めて少ないものの、平均的な所得
の半分に満たない水準の生活を余儀なくされる相対的貧困状態に陥る方々が増えておりま
す。 
日本に住む人の相対的貧困率は 15.4％、取り分け一人親世帯の相対的貧困率は 48.1％に上



るとのデータがあります。 
コロナ禍から既に 1 年半、お母さんたちは「明日子供に食べさせるものがない」「公共料金
の引き落としができていない。明日止まってしまうのではないか」「スマホが明日で止まる。
助けを求めることもできない」そんな心配を続ける余り、疲れ切り心身の病気になる人が増
えている、そんな報道もされております。 
国際ロータリー定款第 4 条に、ロータリーの目的は「意義ある事業の基礎として奉仕の理
念を奨励し、これを育むことにある」と定められております。 
RI 初代事務総長であるチェスリーペリーは、ロータリーの奉仕の理念を「Thoughtfulness 
of and helpfulness to others. 他を思いやり、他の助けになること」と表現しております。 
この奉仕の理念を実現するために、ロータリー財団の父アーチ・クランフが「Doing good 
in the world. 世界で良い事をしよう」と呼びかけて設立されたのが只今のロータリー財団
です。 
ロータリー財団は優先して解決すべき重点項目として、平和構築と紛争予防・疾病予防と治
療・水と衛生・母子の健康・基本的教育と識字率向上・地域社会の経済発展・環境の 7 つの
重点分野を掲げております。 
私達がロータリー財団に行う寄付は世界中のロータリアンが世界で良い事を行うために使
われ、世界中のロータリアンから集まった善意は皆様が良い事を行うために活用すること
ができます。 
そして「One profits most who serves best. 最も良く奉仕する者、最も多く報いられる」、
皆様の Take action は、活動を通じての友情を育み、ロータリーとロータリアンの信用を築
き、感謝されることによって皆様の心が充足し、精神的・経済的な profits がもたらされる
ものと思います。 
どうか、世界の紛争を解決し、地球環境を改善し、そして何より「今日食べる物のない子供
達にパンを届けるために」、皆様の善意をお寄せください。 
2790 地区ロータリー財団委員会は、皆様が充実したロータリー経験を送るために、精一杯
のお手伝いを申し上げます。 
今日のセミナーが、皆様にとって有益な時間となる事を願っております。 
 
ファンドレイジングについて  財団資金管理・寄付推進委員長 平野 伸一 



 

 

 

 

 

 

 

 

まず、ロータリー月間について、時田統括副委員長

より説明させていただきます。 

時田さんよろしくお願いします。 

ロータリー財団ハンドブックの P6を開いてください。 

クラブロータリー財団委員会の役割を記載していま

す。 

これは地区を成功に導くリーダーシップロータリー

財団委員会編の責務になっています。 

１）クラブのロータリー財団目標を立案しその目標

を達成する。 

２）クラブ会員にロータリー財団委員会の仕組みを

理解してもらう。 

３）クラブ会員にロータリーのプログラムに参加して

もらう。 

４）ロータリー財団に対するクラブ全体の寄付目標を立案し、その目標を MYROTARY からアップする。 

年次寄付：1 人当たり 150 ドル、年次寄付寄付ゼロクラブ０を達成する。 

ポリオプラス寄付：1 人当たり 30 ドル 

５）毎年少なくとも 2 回財団プログラムの説明の機会を設けてもらいたい。 

  そのうち 1 回は 11 月ロータリー月間に実施してもらう。 

  ロータリー財団委員会では卓話の申し込みを受け付けていますのでガバナー事務所 

経由で申し込みをお願いいたします。 

６）クラブの会員にポールハリスソサエティーに加入していただく勧誘をお願いします。 

 
P８の上から 13 行目にロータリー月間の記載があります。 

1956 年に RI 理事会は毎年 11 月中旬に「ロータリー週間」を設けることを決め、この期間に中に財団を

更に強化するようにクラブに奨励しました。 

1982 年には管理委員会は財団週間をロータリー財団月間に改め毎年 11 月に遵奉すること決められま

した。 

2１ｰ2２年度ロータリー財団セミナー
寄付推進（ファンドレイジング）



これは、ポールハリスの教えを尊重し従うこととなっています。 

今年の 11 月はポールハリスの思いを思い起こし資金推進を奨励していただきたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
ロータリー財団は世界中のクラブや会員が実

際の奉仕活動をするための資金を集めて配分

する組織です。国際ロータリー（RI）の双子の弟

のような組織です。 

 
 
 

 
これをご覧の皆様はクラブ内で寄付のお願い

をする立場にあると思いますが、そもそも、何

故ロータリー財団に寄付をしなければならな

いのでしょうか。 

ロータリーの寄付はユニセフや赤十字と言っ

た他の団体に寄付するのではなく、我々が所

属するロータリーの活動の支援への寄付にな

っているのが最大の特徴です。 

 

ロータリー財団ハンドブックをご活用下さい。北村謙介さんをはじめとする 20－21 の財団委員会の皆様

寄付推進（ファンドレイジング）について

国際ロータリー第2790地区 2021－22年度

財団資金管理・寄付推進委員会

国際ロータリー（RI）と
ロータリー財団（TRF）

国際ロータリー（RI）
ロータリーという組織の運営
↓
国際ロータリー（RI）
↓
管理運営は会費で賄う

21-22年会長
シェカール・メーター氏
・インド・

ロータリー財団（TRF）
実践的な奉仕活動のための資金
↓
ロータリー財団（TRF）
↓
奉仕活動は寄付金で賄う

21-22年度管理委員長
ジョンF.ジャーム氏
・米国（テネシー州）・

国際ロータリー（RI）の最優先事項

・ポリオプラス
・世界平和の構築
・人道的支援
「7つの重点分野」

・平和構築と紛争予防
・疾病予防と治療
・水と衛生
・母子の健康
・基本的教育と識字率向上
・地域社会の経済発展
・環境

ロータリー財団（TRF）の優先事項

①ポリオ根絶へ。
ポリオを根絶し先導的役割のロータリーの役割を強調する。

②2025年までに恒久基金を20億2,500ドルへ。
年次基金とポリオプラスへの寄付を増やす。
（そのために、包括的ファンドレイジング目標を4億1,000万ドルに定めた）

③より大きなインパクトをもたらす。
ロータリーの補助金によってもたらされる測定可能なイン
パクトを向上させ、効果的にコミュニュケーションする。

なぜロータリー財団に寄付いただくのか

•通常の寄付
→寄付団体への寄付（ユニセフ・赤十字等）

•ロータリーの寄付
→ロータリー財団への寄付

（※）英語ではContribution→ 「寄付」ではなく、ロータリー活動への「寄与」という
意味合い



が時間と労力をかけ作成いただきました。

ここにわかりやすくまとまっています。寺嶋

統括委員長のお言葉を引用させていただ

きます。 

 
 
当委員会は、寄付推進のあらゆる側面（戦

略的方向性、方針、ガイドラインの作成や

推奨なども含む）について管理委員会を援

助し、助言を提供するものとします。委員は

寄付推進と財団への資金的支援を行いま

す。 

 
 

 
 

リアルで会えない今こそ、寄付によってロー

タリーの目的が達成されると思いません

か？ 

それは、ロータリーの定款に「ロータリーの

目的」があり、その中で「意義ある事業の基

礎として奉仕の理念を推奨し、これを育む

ことにある」とあります。 

私たちロータリアンはロータリーの基本理念

である『奉仕の理念』IdealofServiceを実現するため、様々な奉仕プロジェクトを実践しております。ロータ

リー財団はロータリアンや他の個人、法人からの寄付金を財源として奉仕プロジェクトを財政的にサポー

トしています。すなわち、私たちの寄付はロータリーの基本理念実現のための、ひとつの手段になります。 

 

当地区の 2021-22 年度の目標になります。 

～以下説明～ 

 

 

 

 

 

ロータリー財団ハンドブックをご活用下さい

（抜粋）
ロータリー財団はクラブの活動を支援する部門です
あなたのクラブを含めた多くのクラブが活用する
資金のプールです。ロータリー財団の寄付はロータ
リーの活動資金の支援です。
いわば、ロータリーの共済システムと言えます。

ロータリー財団を選ぶ理由

ロータリーへのご寄付の90.8％が、奉仕プロジェク
トに直接生かされます。ロータリー財団は透明性を
重視し、責任ある資金管理を行っているため、安心
してご寄付いただけます。

第４条 ロータリーの目的

ロータリーの目的は、意義ある事業（※）の基礎とし
て奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。

→寄付は基本理念実現の１手段

（※）ここで言う「事業(Enterprise)」は「職業」奉仕ではなくロータリアンの活動全般を指す

コロナ渦における、ロータリー財団として

寄付推進（ファンドレイジング）
●2１-2２年度の地区目標について●

年次基金寄付1人当り150ドル以上を︕年次基金
会員一人あたり

150ドル

ポリオプラス
会員一人あたり

30ドル



昨年度上位 11 クラブになります。 

～以下説明～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年一人当たりの寄付 150 ドルを達成し

ました。ありがとうございました。 

～以下説明～ 

 

 

 

 

 

 

2013-21 年度の関東近県の一人当た

りの寄付額を時田副委員長にまとめて

いただきました。 

ここ 8 年間で初めて 150 ドルを達成し

たことがわかります。 

150 ドルを達成しても 10 地区中 9 位、

となっています。 

 

ここで、150 ドルを維持すべく上位寄付ク

ラブの成功体験を聞きたいと思います。 

１）寄付推進模範クラブ 

千葉ロータリークラブ 佐々木さん（地区

幹事長）代わり梶原ガバナー 

冨里ロータリークラブ椎名さん（クラブ会長） 

 

 ２）寄付推進模範とグローバル補助金事業の推進 

   柏西ロータリークラブ 水野さん（クラブ会長） 

寄付推進（ファンドレイジング）
●20-21 地区寄付分析結果●

年次基金寄付総額 ＄421,446

一人当たりの寄付 ＄154

150ドル（一人当たり）以上 ３３クラブ

150ドル（一人当たり）以下 ４９クラブ

最も多いクラブ（一人当たり） ＄362

寄付推進（ファンドレイジング）
●13-21 関東10地区年次基金（一人あたり）●

クラブ報告
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   柏南ロータリークラブ 猫田さん（奉仕プロジェクト統括委員長） 

 

 

 

総括を時田統括副委員長お願いします。 
 
アーチクランフはこう述べています。 
「お金だけでは大したことはできない。個人の奉仕

はお金がなければ無力である。 

この 2 つが組み合わされば、文明への天の恵みに

なることができる。」 

この 2 つが組み合わさったとき「希望の財団」になると確信しています。 

地区補助金の活用       地区補助金プロジェクト委員長 堀内 正人 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021-2022年度 国際ロータリー2790地区
地区補助金プロジェクト委員会

堀内 正人（木更津東ロータリークラブ）

地区補助金について



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・補助金を受ける年度内に報告書提出までが完了する
1回限りの比較的小規模なプロジェクトが対象です

・プロジェクトの実施期間は8月1日～3月31日 となります
（報告書提出期限は4月30日まで）

・国内でも海外でも実施できます
※相手国にロータリーが無くても実施できますが、

規制対象とされている国もあります

1. 地区補助金の概要

① 規模と期間

・国内、海外いずれの場合も補助金を使う場合は、
ロータリー財団の定める

『地区補助金とグローバル補助金 授与と受諾の条件』を

遵守することが求められます

※『授与と受諾の条件』は2021年7月に改訂されております
MY ROTARY等でご確認をお願いいたします

1. 地区補助金の概要

① 規模と期間

◎2790地区では

・１件あたりの最低額規定はありません

・地区補助金申請には一般事業と人道的国際奉仕事業があり、
同一年度にどちらか一つの申請ができます

・一般事業の補助金上限額は30万円です
（クラブ拠出金の同額以下となります P27）

③ 補助金額について

1. 地区補助金の概要

◎2790地区では

・人道的国際奉仕事業（2021-22 , 2022-23年度に限定）

→『7つの重点分野』に適合したグローバル補助金事業に
つながる人道的国際奉仕事業に対しては、地区補助金の
上限額を60万円とします (P27)

※注
事業総額60万円まで：クラブ拠出金の同額以下
事業総額90万円まで：クラブ拠出金は30万円（固定）、残りは地区補助金
事業総額90万円以上：地区補助金は60万円（固定）、残りはクラブ拠出金

③ 補助金額について

1. 地区補助金の概要



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

1. 地区補助金の概要

2. 参加資格と条件

3. 申請までのスケジュール感

地区補助金(District Grants)について



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

2021-22年度より「活動の種類」は「活動またはプロジェクトの
カテゴリー」として、より細分化されました

⑥ 活動またはプロジェクトのカテゴリー

2. 参加資格と条件

活動の種類（従来）
□地域社会の発展（一般） □保健（一般） □教育（一般）

□地域社会の発展（建物の修復） □保健（疾病） □教育（識字率の向上）

□地域社会の発展（災害復興） □保健（ボランティア奉仕）□教育（奨学金）

□地域社会の発展（ボランティア奉仕）□水（衛生） □教育（ボランティア奉仕）

□食料／農業（一般） □水（供給／確保） □管理運営費（最高3%まで）

□食料／農業（ボランティア奉仕） □水（ボランティア奉仕） □臨時費（最高20%まで）

□ロータリーの交換活動



グローバル補助金の活用   グローバル補助金プロジェクト委員長 浅野 肇  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
補助金プロジェクト小委員会、委員長の浅野肇で

す、所属は柏西 RC です 

本日は zoom 係も兼ねておりますので、途中でトラ

ブルが発生した場合、対処に回る可能性がありま

すのであらかじめご了承下さい 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



奨学生・学友の流れ        奨学生・学友委員長 折田 紘幸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
それでは、奨学生・学友委員会の方からロータリー財団

奨学金制度についてご説明をさせていただきます。 

私は委員長を仰せつかっております折田と申します。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 
 

 
スライド変わりまして、 

まず、奨学金制度の種類についてご説明させていただ

きます。 

 スライドに表示されておりますように、ロータリー財団

の奨学金の種類は２種類ございます。 

 一つには、地区補助金での奨学金と、今一つにはグ

ローバル補助金での奨学金の 2 種類がございます。 

「ロータリー財団」と、そして「クラブ」は、大学・大学院レベルの奨学金を通じて、地域や世界で活躍でき

る未来のリーダーを育てております。 

 そして、ロータリークラブは、今からご説明いたします、ロータリー財団の地区補助金、またはグローバ

ル補助金を、奨学金に使うことができます。 

 
 
スライド変わりまして、 
それでは、２種類の奨学金の、それぞれの目的と
内容について、ご説明いたします。 
 まず、地区補助金による奨学金についてです。
スライドにありますように、地区補助金での奨学



金の目的と言いますと 
「ロータリーの理念に即した修学と奉仕を志す,地区補助金奨学生を募集選択し、奨学金の
給付等を通じて、国際理解と、世界平和の促進を支援する事を目的としております。」 
この補助金は、地区の裁量で決めることが出来ます。 

 
スライド変わりまして、 

当地区での地区補助金での奨学金の内容について

ご説明いたします。 

 授与する奨学金の上限額としましては、米ドルで２０，

０００ドルでございます。 

当地区での派遣期間は、当該年度９月１日～翌６月３

０日までとしております。 

 対象者としましては、新学期から、海外の大学、大学院で就学を開始する方を対象としております。 

 
 
今一つの、グローバル補助金での奨学金の目的につ

いてご説明いたします。 

 ロータリー財団が定めた７つの重点分野のいずれか

に合ったキャリアを目指し、大学院レベルの研究目標

もそれに沿ったものであり、海外の大学院で勉強する

意欲ある留学生を支援するものでありまして、その究

極の目的は世界平和の促進に協力する人を増やす事を目的としております。 

 そして、ロータリー財団奨学金は、単なる留学支援ではなく、ロータリーの目的推進に協力してくれる

「Rotary Family」を育てるための資金提供です。よって、奨学生を「派遣する」と言う言葉を使います。 

 また、グローバル補助金での奨学金は、実施側クラブ（海外）と援助側クラブ（当地区側）が協力して行

うグローバル補助金事業です。つまり、この 2 つのクラブが主体となり行う事業です。 

 それから、今までの６つの重点分野に、2021 年の７月から「環境」の分野が、一つ増えましたので、そ

れに伴いまして、奨学生として応募される、応募者のキャリア目標の対象範囲も、必然的に増えることに

なります。 これにより、応募者の数も増えることを期待したいと思います。 

 
 
スライド変わりまして、 

グローバル補助金での奨学金の内容についてご

説明いたします。 

 奨学金の期間は 1～4 年にわたり、学位取得を

含むものもあります。 



グローバル補助金による奨学金は、地区財団活動資金（DDF）、および国際財団活動資金（WF）からの

上乗せによって資金を調達します。 

 授与する奨学金の上限額は、米ドルで３６，０００ドルです。 

 スライドにも在ります通り、内訳は、DDF（地区財団活動資金）から２０，０００ドル、そして WF （国際財

団活動資金）から １６，０００ドルの計３６，０００ドルという事に成ります。 

 こちらは、昨年までは DDF２０，０００ドル・WF２０，０００ドルの４０，０００ドルでしたが、2021 年 7 月より

WF の補助金上乗せが DDF の 1.0 から 0.8 に引き下げられたため、今年から３６，０００ドルが奨学金の

上限となっております。 

                                                              
 
続いて、 

応募方法についてご説明いたします。 

 ご覧のような「海外派遣」奨学生募集のポスターを、す

でに、県内の指定校であります約５０の大学に配布をさ

せていただいております。 

更には、 2790地区公式ホームページ並びに Facebook

等にも掲載し、幅広く優秀な人材に応募していただくよう、ご案内をさせていただいております。 

 具体的な、応募要項及び申請書につきましても、 2790地区公式ホームページからダウンロードできる

ようにしてありますので、そちらからお願い致します。 

スライドにもございます通り、2022-23 年度の募集人数につきましては、グローバル補助金奨学生が３名、

地区補助金奨学生が１名の予定です。 

それから、クラブへ複数の応募がありましても、クラブから推薦できる奨学生は、地区補助金奨学生か、

グローバル補助金奨学生か、どちらか 1 名のみで複数の推薦は出来ませんので、予めお伝えさせてい

ただきます。 

 
 
スライド変わりまして、 

続いて、応募の流れについてご説明いたします。 

・スライドをご覧いただきたいのですが、左から順に行きま

すと、公募開始は昨年と同様、2022/1/15 からとなってお

ります。 

・次に、申込にあたりましては、申込者は、2/28 までに、本籍、居住地、職場、大学等のいずれかの所

在地に所在するロータリークラブに、推薦クラブとして、応募書類を提出していただくことになります。 

   応募書類の締め切りは、地区補助金での奨学金、グローバル補助金での奨学金ともに、2/28 でご

ざいます。 

 尚、個人から直接、地区財団委員会への申請はできません。あくまでも推薦クラブがロータリー財団へ



の申請者です。 

 申込者が最寄りのロータリークラブを探す場合は、2790 地区ガバナー事務所ホームページに、クラブ

情報が一覧で掲載されておりますので、そこから確認することが出来ます。 

・次に、推薦クラブからは、地区財団委員会の方へ 3/15（必着）で、申請書並びに推薦書の提出をお願

いします。 

・次に、地区財団委員会での奨学生選考会は、4 月上旬から中旬を予定しております。 

また、推薦クラブとして補助金を申請する際には、参加資格として、補助金管理セミナー出席と MOU が

必要です。参加資格がない場合申請できませんのでご注意下さい。 

  尚、直接電話等による、お問い合わせには、お答えしておりませんので、お問い合わせにつきまして

は、ポスターに掲載されております、ロータリー財団委員会「奨学生担当」のメールアドレスから、お問い

合わせいただくようにお願いします。 

 
 
スライド変わりまして、 

ここで皆さんに、ご了承いただきたいのは、現在新しい

財団ハンドブックの作成準備を進めておりますが、今回

の財団セミナーでは間に合いませんので、ホームペー

ジには、現時点で昨年度の漆原年度の財団奨学生募

集要項を、参考と表記して、掲載をさせていただいてお

ります。 

 各応募の流れでは、基本的に各段階の締め切り日は、昨年と同様のスケジュールを予定しております。 

今一度スライドを見ながら、繰り返しますが、公募開始が 2022/1/15 から開始となります。申込者の推薦

クラブへの応募締め切りが 2/28、推薦クラブから地区財団委員会への申請締め切りが 3/15 でございま

す。 

 新しいハンドブックは、準備の関係で１１月ごろになろうかと思いますが,ハンドブックの募集要項が出

来ましたら、出来るだけ早くホームページの掲載を差し替えさせていただきます。 

また、ほとんどの、ロータリー財団奨学生の申請に関する疑義（Ｑ＆Ａ）は、現在ホームページに掲載し

てあります、募集要項の中にも、申請に関する疑義（Ｑ＆Ａ）がございますので、ご覧いただきたいと思

います。  

 それから、大事なことですが、この補助金での奨学金の事業は、推薦クラブが申請する財団補助金事

業であり、地区ロータリー財団委員会の事業ではありませんことをご承知おきください。 

あくまでも主体は、推薦クラブという事に成ります。 

なお、一つの事例として、推薦クラブではなく、留学生本人名義の銀行口座を、奨学金の受取口座とし

て指定してしまった事例がございました。あくまでも推薦クラブが申請する事業になりますので、推薦クラ

ブ名義の銀行口座を受け取り口座としなければなりませんので、その点はご注意ください。 



 

スライド変わりまして、 

選考から合否決定についてご説明させていただきます。 

・スライドをご覧いただきたいのですが、左から順に行きま

すと、選考会の面接日、場所、集合時刻等につきましては、

担当委員会の方から推薦クラブの方へメール送信でお知

らせします。 

 昨年度から申請クラブも面接の対象となりました。こちらも評価点になりますのでご承知おきください。 

・それから、面接に遅刻や無断欠席がないよう徹底するようにしていただきたいと思います。面接を欠席

した場合は、そこで不合格となってしまいます。 

 原則として、欠席による面接日の振替はありませんのでご注意ください。 

・それから、書類と面接を合わせて合否を判断しますので、応募者全員に面接を受けていただきます。 

したがって、書類選考のみで選考結果が連絡されることはございません！ 

  

・それから、合否の判定結果は、面接終了後、財団委員会の中で厳正な審査をして、面接終了後１週

間以内を目安に、担当委員会の方からご連絡させていただきます。 

但し、ここで言う合格は、派遣奨学生候補としての合格という事に成りまして、「出席義務になっている、

出発前オリエンテーションに出席し、手続きをすべて完了した段階で、晴れて正規の奨学生となります。」 

せっかく派遣奨学生候補になりましても、出発前オリエンテーションに欠席しますと失格となる場合があ

りますので、ご注意いただかなくてはなりません。 

 
 
 スライド変わりまして、 

応募者ご推薦のミスマッチを防ぐために、各クラブご担

当者様へお願いをさせていただきます。 

 応募手順として、応募者から直接クラブに応募書類

が提出されることに成ります。 

クラブ内での一般的な手続きの流れとしまして、奨学

金希望者より応募書類を受理後、本人と面接➡クラブ

内での選考➡理事会での承認➡最後に地区財団委員会への申請となると思います。 

 そこで、推薦する奨学金希望者のミスマッチを防ぐためにも、応募書類のチェックと併せまして、応募

者本人と面接される際に、応募要項の条件を満たしているのか、また、「地区補助金およびグローバル

補助金の授与と受諾の条件」のところを良く読んでいただき、そこに記載された全方針が順守できるか

の、確認をお願いしたいと思います。 

 また、地区財団委員会は、申請書の奨学金の受領資格を確認した上で、応募者の面接を行い、合否

を判断しますので、応募者にスライドに掲載してあるような資質があるかどうかを、推薦クラブ内の面接で



事前に良くご確認下さい。 

 
 
スライド変わりまして、 

出発前オリエンテーションの実施についてですが、 

 派遣奨学生候補・推薦クラブ（カウンセラー）オリエ

ンテーションを 5 月～8 月にかけて数回行う予定です。 

ロータリー財団奨学生は、留学前にオリエンテーショ

ンを受けることが義務付けられております。 

 先にもお話いたしましたが、欠席の場合失格となる

場合がありますのでご注意いただきたいと思います。 

 
 
スライド変わりまして、 

これで最後に成りますが、スライドに映っていますの

は、皆さん良くご存知の、元国連難民高等弁務官と

して活躍されました、今は亡きロータリー財団学友の

緒方貞子さんです。 

 代表的な財団学友としてご紹介させていただきまし

たが、緒方さんの並外れた交渉力や、紛争の敵対勢力と向き合う能力は、国連職員や各国首脳から尊

敬され、「身長 5 フィート（約 150 センチ）の巨人」と称賛されたそうです。 

また、スライドには記載しておりませんが、この他にも、例えば元宇宙飛行士の山崎直子さんも当 2790

地区の財団学友になります。 

もし、皆様のクラブに奨学金の申し込みが来ましたら、将来、緒方さんや山崎さんのような方になられる

かも知れません。 ぜひ、ロータリー財団奨学金という、夢のある事業に参加をしてみませんか？ 

以上で、奨学生・学友小委員会からのご説明を終わらせていただきます。 

ポリオのない世界に向けて     ロータリーポリオプラス委員長 松永 達人 

 



   

 

 

 

 
 
 
 

ポリオ VS ロータリー
国際ロータリーは１９８５年以来、
根絶のために約１５億ドル（１６５
０億円）を寄付 ２５億人以上の
子供に予防接種
現在、発症率９９．９％減少
根絶まであと少しだが今まで以上の
会員の認知、寄付活動が必要



 

 

 

 

 
 
 
 
 
 



 

 

 
ロータリーカードについて             副委員長   時田 清次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ロータリーカードの説明について補足させていた

だきます。 

ロータリーカードの説明はハンドブック P１４から１５

に記載されています。 

ロータリーカードはオリコカードとダイナースカード

の２種類が発行されています。 

ビジネスカードは利用金額の０．５％、その他は０．

３％がポリオ根絶の資金に充てられます。 

ロータリーカード



 
ロータリーダイナースクラブコーポレートカード申

込状況についてご説明したいと思います。 

「ロータリーダイナースクラブカード」はみなし法

人カードとして 

クラブ・地区・委員会単位で作成ができます。 

地区ではこのようなセミナーの費用、クラブでは

RI への人頭分担金、例会場の支払いなど大きな

金額を支払うときに便利であり、年会費は無料となっています。カードを作ることにデメリットはありま

せんのでカードを作ることを推奨しています。現在、このカードの２０２１年９月全国ランキング（採用

率）は 1 位 2790 地区（千葉）45.1% (82 クラブ中 37 クラブ)となっています。 

 
採用状況は８２クラブ中３５クラブが採用してい

ます。 

まだ、加入していないクラブが４５クラブありま

す。 

ぜひともこの機会に検討いただき申し込みを

お願いいたします。 

 

個人カードの加入において、ここ数ヶ月で１４名強の加入増を実現したクラブがあります。 

その辺を千葉ロータリークラブのオサダさんに少し話を聞いてみたいと思います。 

 
世界平和、紛争予防推進の人材育成 ロータリー平和フェローシップ委員長 佐野 正子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平和フェローのビデオ８分を見ていただきます。 
配布しているロータリー平和フェローシップの紹介のパンフレットをお読みください。 
平和は「人」から始まると考えるロータリーは、平和フェローシップ（奨学金）を通じて 



世界平和と開発の担い手になる人材を育て、平和推進者の世界的ネットワークを築いてい
ます。 
具体的には、世界の各地域の大学と連携し、大学内に研修施設「ロータリー平和センター」 
を設置し、平和構築に必要とされる専門知識とスキルを養う研究・講義・実施研修が行われ
ます。日本国においては、国際基督教大学（ICU）に設置されました。そしてロータリー平
和センターで学ぶ方々を「ロータリー平和フェロー」と呼びます。 
毎年、ロータリー平和センター提携大学で学ぶ最高１３０名のフェローが世界中から選ば
れ、ロータリーからフェローシップ（全額支給の奨学金）が授与されます。 
フェローシップは授業力料、入学金全額、滞在費（宿舎、食事）、往復航空券、インターン
シップと実地研修費用が含まれます。 
２００２年に創立されて以来、ロータリー平和センターは１４００人以上のフェローを輩
出してきました。これらのフェローは現在１１５か国以上で活躍し、政府、NGO、軍＜教
育、法執行機関のほか、国連や世界銀行といった国際機関でリーダーシップを発揮していま
す。 
２７９０地区はこのプログラムに毎年２５０００ドルを DDF（地区財団活動資金）から寄
贈し RI より「平和推進地区」に指定されています。 
毎年日本全国のロータリアン一人一人から寄付される１５円から、フェローの支援や被爆
国ならではのプログラムである広島研修旅行などに充てられています。 
毎年６月、国際基督教大学で開かれる年次セミナーではロータリー平和センタープログラ
ムを終了するフェローの研究発表会が行われます。 
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